
令和２年度第１回健康づくり推進協議会会議録 

 

日 時 令和 2 年 7 月 29 日（水）13:30～14:42 

場 所 おいらせ町役場本庁舎 201 会議室    
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【１ 開会】 13:28 

 

【２ 委嘱状交付】 13:29 

  新委員を代表して鈴木宏俊委員へ町長から委嘱状の交付 

   

【３ 町長あいさつ】 13:30 

  公私ともに忙しい中、委員を受けていただきありがとうございます。新型コロナウイル

ス感染症で世の中は賑わっていますが、健康でこころ豊かなまちづくりのために、本会議

では様々な健康課題について協議していただきたいと考えています。事務局の原案もあり

ますが、皆さんの知識・経験から忌憚のないご意見をいただきたいと思います。よりよい

まちづくりのためにご協力をお願いします。 

 

【４ 会長選出】 13:31 

  会長の選出についてご意見ありますか。 

 

  町長に一任したいと思います。 

 

引き続き渡邊珠夫委員にお願いしたいと考えております。 

（拍手で承認 会長は渡邊珠夫委員に決定） 

会 長 渡 邊  珠 夫 ○ 委 員 諏 訪  俊 幸 ○ 委 員 柏 﨑  利 信 ○ 

副会長 澤 上  昌 子 ○ 委 員 佐 々 木  愛 子 ○ 委 員 大 村  ミ ツ ○ 

副会長 武 田  裕 子 欠 委 員 蛯 名  ユ リ 子 ○ 委 員 遠 藤  律 子 ○ 

委 員 鈴 木  宏 俊 ○ 委 員 佐 々 木  四 樓 ○ 委 員 北 向  憲 雄 ○ 

委 員 磯 嶋  泰 欠 委 員 祐 川  良 子 ○ 委 員 柏 崎  幸 子 ○ 

委 員 木 村  英 敏 ○ 委 員 佐 々 木  公 明 ○ 委 員 平 野  敏 彦 ○ 

※三戸地方保健所 オブザーバー：三戸地方保健所健康増進課技師 音喜多祐未 
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【５ 会長あいさつ】 13:32 

  お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。新型コロナウイルス感染症も第二

波を迎えております。低気温の日々が続いており、SARSのときもそうでしたが、気温が

26℃を上回らないと抑え込むのは難しいのかなと感じています。青森県は東北地方の中で

は感染者が少ない方で、このまま増えないままワクチンが開発されれればよいと考えてい

ます。今日も活発なご意見をお願いします。 

 

【６ 副会長選出】 13:35 

  副会長の選出についてご意見ありますか。 

 

  委員の皆さんからご意見がないようですので、事務局案はありますか。 

 

  副会長につきましても、引き続き武田裕子委員と澤上昌子委員にお願いしたいと考えて

おります。 

 

（拍手で承認 副会長は武田裕子委員と澤上昌子委員に決定） 
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【７ 案件】 13:36 

 ＜案件に入る前に各委員および事務局の自己紹介＞ 

 

１）保健活動計画（現状および主要事業）について 

 配布会議資料「おいらせ町保健活動計画（現状および主要事業）」に沿って説明 

 

 

＜質疑応答＞ 14:14 

資料について、色もないし数字がグラフの中に入って見えづらい。次回訂正願います。 

自殺対策についてお伺いします。自死された方々の家族構成が知りたい。一人暮らしの

家庭が多いのではないでしょうか。データとして出していただければありがたいです。 

 

資料は見にくいところがあり、申し訳ありませんでした。 

一人暮らしの方も中にはいますが、統計でみると同居家族がいる世帯が６割で、家族が

いれば大丈夫とは限りません。一人一人が様々な問題を抱えています。自殺対策は地域づ

くりと言いますが、必要な人に手が届くように、関係部署と連携を図っていきたいと考え

ています。 

 

確かに家族と相談できず家庭内で孤立している人がいます。外との繋がりがある環境を

つくっていきたいと思います。 
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孤立もあるかもしれませんが、家族に気づかれないように、迷惑をかけたくないという

気遣いも働いているかもしれません。残された家族もつらい思いをします。もしそのよう

な方がいたときは、役場へ相談するように促していただければと思います。 

 

もうひとつ、妻帯者がいても自死するケースがあるのか、調べていただきたいです。 

 

調べてみたいと思います。 

 

 

新型コロナウイルスの危機管理・対応について、現状や課題をご説明いただきました

が、私は町としてもっと指針を示すべきだと思います。テレビや国の情報を基に町民が

個々に判断するのでは対応がまちまちになってしまうので、共通認識を図る必要があると

感じます。ほかの事業でもそうですが、このような新しいものに対してこそ行政の認識が

問われます。町としてのカラーをもっと出してはどうでしょうか。 

 

平野委員におかれましては昨年度に引き続き新型コロナウイルスに関する高い関心と貴

重なご意見をお寄せいただきありがとうございます。新型コロナウイルス感染症が発生し

てから、保健関係の部署として、感染を防ぐ方法や町民に対する周知方法については検討

を重ねて参りました。当課としては広報や防災無線を利用した注意喚起を行ってきました

が、この新型コロナウイルス対策に関しましては保健課だけで対応できる問題ではなく、

医療や経済も分野の課題もあることから全庁を挙げて対応をとってきたところです。今後

も各部署と協力しながら、また保健所など専門的な機関と連携しアドバイスをいただきな

がら対応していきたいと考えています。 

 

広報の話がありましたが、文章やペーパーではなく、もっと目に見える形での対応を求

めます。例えば各種団体への検温器の貸し出し等の対策を行政がとっていただかないと、

団体側はイベントを開催する手立てがないです。児童クラブや保育園に対してもそうです

が、もっと安心できる状況を作っていただきたいです。 

 

児童福祉も現在当課にあり対応を取っているところですが、祐川委員は保育所の感染症

対策としてお困りの点はありますでしょうか。 

 

町には検温器や消毒液の手配をしていただいており、大変助かっています。 

 

消毒液が手に入りづらい時期には優先的に保育施設や高齢者施設へ手配するようにして

参りました。今後も衛生用品が手に入る流れが出来ましたら園の方に流していきたいと思

いますのでご活用いただければと思います。 
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児童館としてもマスクや消毒液の手配はしていただいており、不足はありません。 

 

木村歯科医院ではフェイスシールドを導入されたとお伺いしました。 

 

歯科では常に患者と濃厚接触になるため、どれだけ対策をとっても足りないと言われて

います。普段からマスクやグローブは着用していましたが、飛沫感染だけでなく空気感染

もあり得るのでフェイスシールドをするようにしました。平野委員からも意見がありまし

たが、町内の飲食店を見ていても対応の仕方がバラバラであり、私も町としての対策方針

を統一したほうがいいと考えます。冬になればまた大きな感染症の波が来ます。いまは我

慢するべき時期であり、町内で感染者が出ていなくとももっと危機感を持つべきだと考え

ます。夜の生活含めきちんとした生活を送るマニュアルを作成して一人一人に配布するな

ど、個人の気持ちを高める必要があるのではないでしょうか。 

 

国やテレビの発言は安心しそうになりますが、実際にはどこまで踏み込んで発言するか

悩んでいると思われます。重症化を減らす、感染者を減らすために、個人や職場の意識か

ら感染拡大しにくい地域を作っていく必要があります。そのための行政の役割としてはよ

り合理的で優先的な対策を早く示すこと。住民から見て安心できる伝え方が必要だと感じ

ています。 

 

 

P.8 について要望です。健康長寿のまちづくり協定事業と健活ポイント事業については

大いに賛成ですが、企業に対して健活ポイントを付与するのはどうでしょうか。質問では

なく要望ですので、回答はいただかなくても結構です。 

 

働き盛りの人の健康づくりを職場でやるというのは重要な課題です。三八地区は県内で

も事業所の数、従業員の人数が多い地域です。健康で働いてもらうために働きやすい職場

環境を整えていただくことは地域づくりにも繋がっていきます。 

 

（ほかに質疑応答がないため終了） 

 

今年度はあと一回の会議を予定しております。会議で取り上げたいテーマがあればご連

絡ください。 

 

 

【８ 閉会】 14:42 

 

 

 


